
〆

3

〕
一
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
一
諮
問
を
受
け
、
審
議
、
調
査
研

人

入

包

載

蹴

帯

減

一

す

。

一

究

し

答

申

す

る

こ

と

に

な

り

ま

引

転

生

世

帯

一

一

。，

r一
出
認
は
同
=
世
一
会
の
メ
シ
パ

i
(委
員
)
は
一
す
。

川

内

動

綿

叫

ふ

動

1
一
近
く
内
定
す
る
見
と
お
し
で
す
一
ま
た
、
当
面
の
仕
事
と
し
て

日
明
万
曜
ド

3

日
明
一
が
、
条
例
を
も
と
に
、
お
お
ま
一
は
、
地
場
産
業
(
町
内
に
あ
る

川
判
出
悦
除
数
制
一
か
に
は
住
民
代
表
三
人
(
ラ
ち
一
産
業
)
の
う
ち
製
材
、
木
工
工

月

転

当

J

帯
月
一
女
性
一
人
)
、
学
識
経
験
者
四
一
場
な
ど
の
粉
じ
ん
に
よ
る
大

川

氾

虻

劇

世

5-

一
人
、
議
会
代
表
二
人
、
医
療
関
一
気
汚
染
、
工
場
の
排
液
な
ど
に

l
ぃ
ト
ト
円

l
L係
代
表
ニ
人
、
水
産
技
術
関
係
一
よ
る
川
の
汚
染
対
策
な
ど
の
検

一
者
代
表
二
人
、
農
林
技
術
関
係
一
討
を
は
じ
め
、
町
民
の
方
を
対

.

‘

・

p

-

-

v

‘

i
「
1

‘
V

J

;

-

b

:

!

一
者
代
表
三
人
の
計
十
六
人
を
も
一
象
に
近
く
予
定
し
て
い
る
公
害
一
口

B
K長
-c寄
震
司
民
主
庁

E
r
p
p菱
自
リ
一
っ
て
構
成
す
る
考
え
で
す
。
任
一
事
前
健
康
調
査
の
方
法
、

Z

B
H賞
者

箸

詰

詰

歪

初

ヲ

す

之

程

慎

一

期

駐

日

で

は

公

害

に

つ

い

一

開

問

臨

時

間

一
て
の
意
見
や
苦
情
な
ど
は
衛
生
一
の
海
水
や
海
の
生
物
調
査
な
ど

住
民
代
表
含
む
間
人
一
団
連
塾
長
持
五
時
抗
日
守
口

一
す
と
、
衛
生
課
で
す
ぐ
処
理
で
一
よ
専
門
的
な
立
場
と
し
て
審
議

あ
る
い
は
「
ど
の
よ
う
に
な
っ
一
審
議
会
は
、
こ
の
諮
問
に
と
た
一
き
な
い
複
雑
な
問
題
の
ほ
か
、
一
会
の
力
を
発
揮
し
て
ゆ
く
こ
と

て
い
る
の
か
」
と
い
ち
よ
う
に
-
え
て
審
議
あ
る
い
は
調
査
研
究
一
調
査
研
究
を
要
す
る
も
の
な
ど
一
に
な
り
ま
す
。

諮
問
す
る
。
そ
こ
で
公
害
対
策
一
を
し
、
そ
の
対
策
な
ど
を
答
申
一
に
つ
い
て
は
、
同
会
が
町
長
の
↑

リ“三一
-
n
H
U
尋
問
。
H
U
孟一骨
AM--
一-nH
叫一芸局
HU---OHU==】
O
A
u
=
=
-
O
H
U
A
一一z
n
仙
=
=
-
。
H
U
三一一両
HU--ze両日
u==="AU--=-aHU
三一
-
R
H
U
尋
問
品
H
U
三一一打
Au==
一一四

公
害
研
究
所
の
係
官
、
自
衛
隊

の
通
信
隊
な
ど
総
勢
百
五
十
人

を
は
じ
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
一

機
も
参
加
し
て
お
こ
な
わ
れ
①

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
化
学
物
質

(
6
フ
ッ
化
イ
オ
ワ
〉
を
噴
霧

投
下
し
た
も
の
を
、
町
内
四
十

四
か
所
と
大
洲
市
内
六
か
所
の

計
五
十
か
所
に
設
置
し
た
観
測

器
に
よ
っ
て
着
地
濃
度
を
観
測

す
る
エ
ア
・
ト
レ
ッ
ナ
l
実
験

②
カ
イ
ツ
l
y
(魚
型
気
球
)

二
個
を
用
い
て
高
度
の
風
向
、

風
速
、
気
温
の
変
化
、
大
気
の

発行所
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委

員

昭
和
電
工
の
本
町
進
出
が
決

ま
っ
て
か
ら
特
に
、
町
で
は
み

な
さ
ん
と
と
も
に
公
害
防
止
対

策
に
全
力
を
そ
そ
ぎ
、
公
害
な

き
発
展
に
努
力
を
し
て
い
る
つ

も
り
で
す
が
、
そ
の
対
策
の
一

つ
と
し
て
、
き
る
五
月
二
十
六

日
に
臨
時
町
議
会
を
招
集
、
私

た
ち
の
町
か
ら
公
害
を
締
め
出

す
た
め
、
本
町
に
「
公
害
対
策

審
議
会
条
例
」
を
設
置
す
る
こ

と
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
満
場
一
致
で
可
決
、
町
で
は

さ
っ
そ
く
施
行
規
則
を
定
め
、

七
月
に
は
「
長
浜
町
公
害
対
策

審
議
会
」
を
正
式
に
発
足
さ
せ

る
よ
う
す
す
め
て
い
ま
す
。

こ
の
会
の
任
務
は
、
町
長
の

諮
問
(
諮
問
H

け
は
か
り
た
ず
ね

る
こ
と
)
に
こ
た
え
て
公
害
防

止
の
た
め
の
審
議
や
調
査
研
究

を
お
こ
な
う
も
の
で
、
た
と
え

ば
、
あ
る
工
場
な
ど
か
ら
公
害

が
出
、
住
民
に
影
響
が
出
て
い

る
こ
と
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
場

合
、
町
長
は
こ
の
公
害
対
策
審

議
会
に
た
い
し
、
「
と
の
よ
う

に
し
て
は
と
思
う
が
ど
ラ
か
」

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

結
果
は
来
年
三
月
に

調
査
費
二
千
三
百
万
円
(
う

ち
町
負
担
は
六
百
五
十
万
円
)

を
か
け
た
通
産
省
、
四
国
通
産

局
、
愛
媛
県
に
よ
る
長
浜
地
区

産
業
公
害
総
合
事
前
調
査
は
、

町
も
協
力
し
て
き
る
五
月
十
二

日
、
十
三
日
、
十
四
日
に
予
定

ど
お
り
お
こ
な
わ
れ
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
と
よ
い
天
候
に
恵

ま
れ
、
無
事
計
画
ど
お
り
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
消
化
し
終
わ
り

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
ラ

ご
ぎ
い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
の
内
容
は
、
調
査

前
に
全
一
戸
に
配
り
ま
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ど
覧
に
な
っ
て
ご

存
知
と
思
い
ま
す
が
、
目
的
は

本
町
が
近
く
実
現
す
る
昭
和
電

工
熔
業
製
品
製
造
工
場
や
昭
和

サ
ボ
ア
炭
素
電
極
工
場
な
ど
の

誘
致
と
と
も
に
、
今
後
一
大
工

業
地
域
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
事
前
の
状
態
を

調
査
し
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て

公
害
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と

を
め
守
さ
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
も

H
H
ノへ
)

ラ
器

一
向
定

サ
に
測

ツ
布
度

レ
散
濃

卜
が
地

.
の
』
看

ア
る
が

エ〉げんの

の
で
気
象
条
件
を
主
体
と
し
た

調
査
で
す
。

調
査
は
通
産
省
公
害
保
安
局

公
害
部
、
四
国
通
産
局
、
産
業

パ
イ
ロ
ッ
ト
バ
ル
ー
ン
測
定
(
高
度
別
の
風
向
、
風
速
を
調
べ
る
)

乱
れ
を
調
べ
る
カ
イ
ツ
l
y
測

定
③
パ
イ
ロ
ッ
ト
パ
ル

i
y

(
風
船
)
を
飛
ば
し
て
、
高
度
別

の
風
向
、
風
速
を
調
べ
る
パ
イ

ロ
ッ
ト
パ
ル

l
y
測
定
な
ど
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
調
査
は
事
務
調

査
と
し
て
の
第
一
段
階
で
あ
っ

て
、
今
後
こ
れ
が
分
析
さ
れ
、

十
月
こ
ろ
に
は
こ
の
分
析
結
果

に
も
と
づ
き
風
洞
実
験
(
人
口

的
に
気
流
を
生
じ
さ
せ
る
装
置

に
よ
る
実
験
)
と
コ
ジ
ピ
ュ

l

タ
ー
に
よ
る
拡
散
状
態
の
理
論

的
な
算
出
が
東
京
あ
る
い
は
長

崎
の
研
究
所
で
お
こ
な
わ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
大
気
に

関
す
る
調
査
が
す
べ
て
終
り
調

査
結
果
が
出
る
の
は
来
年
三
月

末
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す。大
気
以
外
の
調
査
は

公
害
は
大
気
だ
け
で
は
あ
り

111出11
111叫11
1111耐111

さ
る
五
月
二
十
六
日
今
年
度

二
回
目
の
臨
時
町
議
会
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
可
決
さ
れ
た
こ

と
は
、
本
面
ト
ッ
プ
記
事
に
紹

介
し
て
い
ま
す
「
長
浜
町
公
害

対
策
審
議
会
」
に
関
す
る
も
の

の
ほ
か
、
お
も
に
つ
ぎ
の
よ
う

な
こ
と
で
す
。

出
海
の
住
宅
建
設
費

さ
ら
に
ロ
戸

分
を
追
加

ー
一
般
会
計
l

地
方
改
善
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
町
で
は
出
海
地
区
に
今
年

度
二
十
四
戸
の
住
宅
を
建
て
る

よ
う
一
般
会
計
当
初
予
算
に
四

千
九
百
六
十
五
万
九
千
円
を
計

上
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
園
、
県
か
ら
こ
の
事
業
は
年

度
内
に
全
部
を
完
成
さ
せ
る
よ

ラ
内
示
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ

に
し
た
が
っ
て
来
年
度
建
設
計

画
分
十
二
戸
を
先
の
二
十
四
一
戸

分
と
と
も
に
建
て
る
と
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
十
二

戸
分
の
建
設
事
業
費
と
し
て
二

千
三
百
三
十
九
万
四
千
円
が
追

加
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
、
今
年
度
出
海
地
区
に

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
大
気
以
外
の

諸
調
査
、
つ
ま
り
、
水
質
、
騒

音
、
土
壌
、
健
康
調
査
な
ど
の

調
査
は
圏
、
県
の
技
術
者
に
よ

っ
て
実
施
し
て
も
ら
う
よ
ろ
現

在
国
、
県
に
要
請
す
る
と
と
も

に
、
町
で
は
こ
れ
ら
の
調
査
費

を
す
で
に
予
算
化
し
て
い
ま

す。
こ
れ
ら
大
気
以
外
の
調
査
に

つ
い
て
も
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
が
な
く
て
は
、
ほ
ん
と
う
に

役
に
立
つ
事
前
調
査
に
は
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
協
力
を
お
ね
が

い
い
た
し
ま
す
。

公
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ

の
よ
う
に
園
、
県
、
町
の
三
拍

子
で
先
手
先
手
を
打
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
も
こ

の
方
向
で
対
処
し
て
ゆ
ぎ
ま

す
の
で
、
重
ね
て
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

は
七
千
三
百
五
万
三
千
円
を
か

け
三
十
六
戸
の
住
宅
が
建
つ
こ

と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
う
ち
四
千
三
百

一
万
五
千
円
は
国
か
ら
の
補
助

で
、
残
り
が
町
負
担
と
な
り
ま

す。
大
規
模
償
却
資
産

の
課
税
関
係
研
究

旅
費
に
十
五
万
円

昭
和
電
工
や
昭
和
サ
ボ
ア
な

ど
の
誘
致
と
と
も
に
今
後
本
町

の
工
業
化
に
と
も
な
い
、
こ
れ

ら
の
工
業
が
も
っ
大
規
模
償
却

資
産
の
課
税
関
係
に
つ
い
て
研

究
す
る
た
め
、
参
考
市
町
村
な

ど
へ
の
派
遣
旅
費
十
五
万
円
が

一
般
会
計
に
補
正
さ
れ
ま
し

た。
こ
れ
で
一
般
会
計
予
算
の
総

額
は
、
先
の
出
海
の
住
宅
建
設

費
を
合
わ
せ
、
九
億
四
千
二
百

二
十
三
万
八
千
円
と
な
り
ま

す。
国
保
直
診
、
青
島

航
路
会
計
に
は
赤

字
分
を
補
正

い
ず
れ
も
四
十
五
年
度
決
算

に
よ
る
赤
字
分
を
今
年
度
予
算

か
ら
繰
上
充
用
す
る
た
め
の
補

正
で
、
国
民
健
康
保
険
直
営
診

療
所
特
別
会
計
に
八
百
七
十
二

万
円
(
と
れ
で
当
予
算
総
額
は

一
千
六
百
八
十
二
万
七
千
円
)

青
島
航
路
特
別
会
計
に
は
百
三

農
業
共
済
損
害

評
価
委
員
き
ま
る

さ
る
五
月
三
十
一
日
で
任
期

満
了
に
と
も
な
い
、
後
任
委
員

十
五
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

農
業
共
済
損
害
委
員
と
は
、

風
水
害
や
病
害
虫
な
ど
に
よ
る

農
作
物
な
ど
の
損
害
を
評
価
す

る
委
員
の
こ
と
で
す
。

選
ば
れ
た
委
員
は
つ
ぎ
の
と

お
り
。
(
敬
称
略
)

平
井
豊
秋
(
白
滝
)
、
泉
猶

平
(
柴
)
、
後
藤
保
夫
(
戒
川
)
、

藤
田
栄
一
(
下
須
戒
〉
、
大
本

春
明
、
大
成
淳
(
豊
茂
)
亀
井

幸
(
青
島
)
、
西
岡
淳
夫
(
今

坊
)
、
菊
地
吉
太
郎
(
櫛
生
)
、

加
納
徳
利
(
須
沢
)
、
大
橋
千

芳
(
出
海
)
、
丸
又
洗
木
下
慶

喜
、
西
内
清
信
、
福
山
春
雄

(
農
協
)
陳
情
、
請
願

い
ず
れ
も
採
択

出
海
婦
人
会
か
ら
の
出
海
地

区
の
医
者
の
確
保
に
か
ん
す
る

陳
情
文
書
一
件
と
、
今
坊
の
後

藤
実
さ
ん
ほ
か
八
十
九
名
の
方

か
ら
の
企
業
誘
致
第
二
次
計
画

の
推
進
と
土
地
造
成
に
か
ん
す

る
請
願
文
書
一
件
は
、
い
ず
れ

も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

寺
の
山
門
に
口
を
あ
け
た
仁

王
と
口
を
ひ
き
結
ん
だ
仁
王
と

が
あ
る
。
金
剛
力
士
な
ど
と
も

い
う
が
、
本
名
は
那
羅
延
金
剛

(
な
ら
え
ん
こ
ん
ご
う
)
と
密

跡
金
剛
(
み
つ
じ
ゃ
く

l
l〉

と
い
う
の
で
、
俗
称
を
ア
金
剛

シ
金
剛
と
も
い
う
。
ア
!
と
口

を
闘
い
た
の
と
、
シ
と
口
を
結

ん
だ
形
か
ら
き
た
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
だ

V
人
間
は
ア
!
と
泣
い
て

生
ま
れ
て
、
ワ

l
シ
と
う
な
っ

て
死
ぬ
と
い
う
。
ま
た
、
阿
伝

(
あ
う
ん
)
の
呼
吸
な
ど
と
い

う
こ
と
ば
も
あ
る
。
五
十
音
で

も
ア
イ
ク
エ
オ
の
「
ア
」
に
始

ま
っ
て
「
シ
」
で
終
っ
て
い
る

V
西
洋
で
も
そ
う
い
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水
の
事
故
事
く
も
一
一
一
件

長浜町体育協会

」一一一一一----@-<;b'>/' 

道官B

月
、
水
、
金
曜
日
の
I

十
後
六

時
半
か
ら
八
時
半
ご
ろ
の
聞
に

と
こ
ろ
で
、
自
分
の
行
動
に

自
信
の
持
て
な
い
人
は
不
幸
だ
一

と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
。

そ
う
い
わ
れ
て
一

み
れ
ば
、
私
も
時
一

/
し
三
)
と
し
て
不
幸
な
人
一

Jf縦
fw

聞
か
な
と
息
ラ
こ
一

λ

矢
問
機
と
が
あ
り
ま
す
Q

一

機

?

に

そ

れ

は

何

を

し

一

て
も
「
こ
ん
な
こ

と
を
い
っ
た
り
、
一

守
し
た
り
し
た
ら
人
一

一

柑

は

と

ラ

思

う

だ

ろ

一

一

概

ラ

・

」

な

ど

と

捕

一
由
民
ら
ぬ
タ
ヌ
キ
の
皮
一

一

昨

算

用

を

し

て

、

つ

一

一

α
い
つ
い
行
動
が
お

一

二

っ

く

う

に

な

っ

た

一

-

一

一

子

り

す

る

か

ら

で

一

一

f

A

す
。
こ
れ
も
時
に
一

一

号

よ

っ

て

は

必

要

で

一

一

1
J

す
が
、
改
め
な
け
一

一

立

口

れ

ば

と

思

い

ま

阻

噌

す

。

で

す

か

ら

白

一
占
呂

1

日

r

信
と
目
的
を
は
っ

一

き

り

も

ち

、

割

り

一

生

切

っ

て

行

動

の

で

日

ぎ

る

人

生

、

生

活

一

櫛

に

支

配

さ

れ

る

人

明

生

で

は

な

く

、

生

叩

活

を

支

配

す

る

人

生
を
目
標
に
が
ん
一
と
く
に
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ

ば
ら
な
け
れ
ば
と
一
て
は
楽
し
い
楽
し
い
水
遊
び
v
v

思
い
ま
す
Q

こ
の
移
り
変
わ
り
一
|
ズ
ン
の
到
来
で
す
。
海
水
浴

の
激
し
い
世
の
中
に
取
り
残
さ
一
が
で
き
る
の
も
、
も
う
間
近
。

れ
な
い
た
め
に
も
。
一
し
か
し
ち
ょ
っ
と
ま
っ
て
く
だ

フ
ジ
オ
体
操
を
ど
う
ぞ

ー

郵

便

局

カミ

ら

人

工

呼

吸

法

教

え

ま

す

;

警

察

お
な
じ
ネ

N
H
K
、
郵
政
省

共
催
の
ラ
ジ
オ
体
操
(
全
国
ラ

さ
い
、
そ
し
て
思
い
出
し
て
く
一
乙
と
し
に
な
っ
て
、
町
内
で
ジ
オ
中
継
放
送
)
を
、
つ
ぎ
の

だ
さ
い
。
あ
の
楽
し
い
は
ず
の
一
も
早
く
も
三
件
の
水
の
事
故
が
と
お
り
お
乙
な
い
ま
す
。
町
民

水
遊
び
の
裏
に
、
あ
の
悲
し
い
一
発
生
し
て
い
ま
す
。
の
み
な
さ
ん
の
多
数
の
ご
参
加

水
の
犠
牲
者
が
あ
っ
た
こ
と
を
一
一
件
は
一
月
二
十
四
日
、
青
一
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

。

一

島

港

内

で

平

野

浩

美

ち

ゃ

ん

四

一

O
と

き

七

月

二

十

四

日

(
土
曜
日
)
午
前
六
時
二
|

分
か
ら
二
十
分
間

。
と
こ
ろ
長
浜
中
学
校
々
庭

(
雨
天
の
場
合
は
同
校
体

育
館
)

。

指

導

N

H

K
柳
川
ア
ナ
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お
と
っ
て
い
ま
す
。

平
均
す
る
と
三
日
ご

と
に
お
こ
っ
て
い
る

状
態
で
す
。

記
録
を
取
っ
て
み
る

ル」、

1
日
海
岸
通
り
長

浜
町
青
巣
農

協
第
一
共
撰

場
前
で
自
転
車
に
乗
っ

て
い
た
四
」
l

三
才
の

ご
婦
人
が
ダ
ン
プ
カ
ー

の
下
敷
に
な
き
り
即
死

本
町
四
丁
目
沖
衣
料
居

前
で
、
無
免
許
運
転
の

軽
凶
輪
乗
用
車
が
進
行

中
の
軽
四
輪
貨
物
車
に

追
突
。
両
車
破
損

喜
多
灘
の
農
協
か
ら
松

山
方
面
に
約
百

M
行
っ

た
と
こ
ろ
の
カ
ー
ブ
で

軽
四
輪
貨
物
車
と
普
通

乗
用
車
が
、
徐
行
を
怠

っ
た
た
め
衝
突
。
両
車

破
損
長
浜
町
ゴ
ミ
焼
場
の
と

こ
ろ
の
カ

l
ブ
で
乗
用

一 一一一一一一一

にラ し
はか偶て町
町わ然い内
内かにまで
でりもすの
十ま多。交
件せか 通
もんつ事
のがた 故
事、のが
故五か 激
が月ど 増

11 4 3 
日 日 日

交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
が

ピ
ン
と
こ
な
い
人
よ
、

一
度
で
い
い

そ
の
目
で
事
故
現
場
、

被
害
者
の
家
庭

そ
し
て
加
害
者
の
生
活
を

の
ぞ
い
て
み
よ
。

『運転事さん

もっと違憲して』

5月には10f牛も

お

手

数

で

す

が

い
ま
す
ぐ

加
除
、

ご
訂
正
く
だ
さ
い

六
月
四
日
か
ら
長
浜
、
仁
久
、
沖
浦
、
黒
団

地
区
の
有
線
放
送
電
話
の
番
号
が
新
し
く
変
わ

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
有
線
放
送
電

話
加
入
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
新
電
話
番
号
簿
を
お
届
け
し
ま
し
た
が
、

つ
ぎ
の
と
お
り
印
刷
ミ
ス
お
よ
び
加
除
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
ご
訂
正
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

有

線

放

送

εE手
国

6月20日

考

2 石田熊雄 イスア-IV
ι 木下 保有利為 3-464 地
12 鶴崎 3-165 岸通 ホノレモン焼肉
19 三浦小三郎 3-470黒田浜 食料品
23 岩田重子

166橋目リ郷立29 日野徳蔵
3 46 03 奥下33 池田 起所栄

40 櫛生保育 179 団体見出しの
11 
農協出療海支所所 145 ところにご記11 櫛生診 5 
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号|部落名||番名

番号訂正

氏ページ|

除訂正表

話

lpp 氏名または部落名訂正

新規加入

2

5

5

H

ヲ
什
旬
%
げ
刊
悶

考ー備

港
江

沖

出来町
駒手町
沖浦

町
湖

浦

部落名

13 
日

がの週がー乗衝たつを徐車乗車貨普点交前二損た車
、け間二人客突めた怠行が用と物通で差の十 た同

六め士
区衝が
突徐
大。行
野両を
食車怠
堂破つ

14 
日

両
車
破
損

二
十
七
区
園
米
川
医
院

の
前
で
飲
酒
運
転
の
軽

四
輪
乗
用
車
が
止
ま
っ

て
い
た
軽
四
輪
乗
用
車
一
に
衝
突
。
車
、
ガ

l
ド

に
衝
突
さ
ら
に
、
そ
の
一

v
i
h川
、
板
ベ
イ
破
損

衝
突
さ
れ
た
車
が
そ
ば
一
以
上
の
と
お
り
で
す
。

に
止
ま
っ
て
い
た
普
通
一
こ
の
ほ
か
、
町
内
の
事
故
で

乗
用
車
に
衝
突
。
三
車
一
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
十
四
日
に

破

損

一

は

五

十

崎

町

の

殺

せ

き

へ

遊

び

什
日
と
同
じ
場
所
で
普
一
に
行
っ
て
い
た
下
須
戒
の
矢
野

通
貨
物
車
と
乗
用
車
が
一
正
興
さ
ん
の
長
男
、
正
悟
ち
ゃ

徐
行
を
怠
っ
た
た
め
衝
一
ん
(
九
才
)
が
、
同
町
の
国
道

突
、
両
車
破
損
一
の
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
て
、

出
石
駅
の
と
こ
ろ
の
第
一
乗
用
車
に
は
ね
ら
れ
死
亡
さ
れ

一
踏
切
で
軽
四
輪
貨
物
一
て
い
ま
す
。

車
が
安
全
確
認
不
足
の
一
偶
然
な
ら
や
や
救
わ
れ
る
気

た
め
列
車
と
衝
突
、
経
一
も
し
ま
す
が
、
こ
の
様
な
状
態

四
輪
貨
物
車
の
運
転
手
一
が
今
月
あ
る
い
は
来
月
に
も
発

二
週
間
の
け
が
、
向
車
一
生
し
た
と
し
た
ら
正
に
重
大
な

破

損

一

事

態

で

す

。

白
滝
駅
前
で
単
車
と
自
一
事
故
の
原
因
を
見
る
と
徐
行

転
車
が
接
触
。
自
転
車
一
違
反
が
も
っ
と
も
多
い
よ
ラ
で

の
人
四
週
間
の
け
が
。
一
す
。
車
を
運
転
す
る
人
は
絶
対

長
浜
大
橋
(
沖
浦
側
)
一
に
安
全
運
転
の
為
の
ル
ー
ル
を

の
た
も
と
で
欽
沼
運
転
一
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
か
ら

に
よ
る
普
通
乗
用
車
が
一
志
行
者
も
運
転
手
の
腕
前
を
信

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
衝
突
一
じ
こ
ま
な
い
よ
う
注
意
を
は
ら

さ
ら
に
民
家
の
板
ベ
イ
一
っ
て
歩
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

工
材

大
木浦

最近事故がとくに多い長浜町ゴミ焼却場のところの力一ブ
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日
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日

24 
日
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日
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備考欄記載訂正

(なお，実施日の前日と当日は有線放送でもお知らせ)
します。予定変更のとぎも有線放送で。 I

日

午
前
叩

-
m
J
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こ

ろ

長

浜

体

育

館

ア
月
保
鍵
事
業
計
画
嚢

岡
崎
順
康
相
蟻
い
一

〔
該
当
者
〕
昭
和
初
年
6
月
1
日
か
ら

昭
和
“
年
6
月
初
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

(
母
子
手
帳
を
ど
持
参
く
だ
さ
い
)
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と
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坊
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昨
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か
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回
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刊
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叩

t
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出

海
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グ

何
回
一
午
後
1
・

m
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I
3
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櫛
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館
一
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函
問
団
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岡
崎
四
隅
聞
は
川
阿
川
間
川
倒
閣
門
一

門
該
当
者
〕
満
六
才
以
上
の
方
全
員
で
す

へ
た
だ
し
小
、
中
、
高
校
の
児
童
生
徒
お
よ
び
事
業
所
に
勤
め
て
い
る
方
は
J

F

各
学
校
お
よ
び
事
業
所
で
行
な
い
ま
す
か
ら
除
外
し
ま
す
。
」

(
必
ず
個
人
通
知
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
)

い

つ

一

受

付

時

間

一

と

こ

ろ

一

当

日

該

当

者

同
同
「
岸
川
慨
は
川
崎
1

1

「
閣
限
出
崎
噛
|
i
l
-
-
「
ト
|
順
|

B
回
一
午
後
1
e
m
ω
I
3
一

沖

浦

保
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一

一
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保

?
日
一
午
後

1
・
犯
I
5
一

柴

小

学

校

一

一

般

・

小

「
劃
川
門
閣
同
凶
門
一

門
該
当
者
〕
必
才
以
上
の
方

(
現
在
医
者
の
治
療
を
受
け
て
お
ら
れ
な
い
方
)

次
の
よ
う
な
症

T
、
有
熱
患
者
、
心
臓
血
管
系
、
腎
臓
ま
た
は
肝
臓
に
疾
患

の
あ
る
方

糖
尿
病
患
者
、
脚
気
患
者
、
そ
の
他
医
師
が
予
防
接
種

を
お
こ
な
う
こ
と
が
不
適
当
と
認
め
る
疾
病
に
か
か
っ

て
い
る
方

2
、
病
後
衰
弱
者
ま
た
は
著
し
い
栄
養
障
害
者

3
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
方
、
ま
た
は
、
け
い
れ
ん
性
体
質

の
方

4
、
妊
産
婦

状
の
方
は
接
種

で
去
、
ま
せ
ん
。

よく見えるところにはってご利用ください
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